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◆ロータリー財団寄付年間目標１人120ドル 〔6000ドル〕　　　 6/19 3,000円 今期累計 255,000円
◆米山記念特別寄附年間目標1人 13,000円 〔650,000円〕 6/19 2,000円 今期累計411,000円

◆会員数45名　◆ 6/19　例会出席率62.50%
◆6/5例会修正出席率74.36%　(修正前64.10%)

◆出席25名　◆免除者出席9名　◆欠席20名
7/3第1  アッセンブリー　 7/10第2　フォーラム
7/24第3 卓　話　　　7/31第4 アッセンブリー　

≪7月の例会スケジュール≫　7/17休会

2017 ～ 2018 年度長崎西ロータリークラブ週報 平成30 年 6 月 19 日
第 1589 回例会　No44

◆会員数 ・ 期首49 名 ・ 入会2 名 ・ 退会6 名 ・ 現在45 名　　◆ロータリーレート 6/1 ～ 110 円
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■点鐘

■四つのテスト唱和

■ロータリーソング 「奉仕の理想」

■来訪者のご紹介並びに会長挨拶

■幹事報告

■委員会報告

■ニコニコ披露

■点鐘

■賀寿懇親会

言行はこれに照らしてから

一、真実かどうか

二、みんなに公平か

三、好意と友情を

　　　　　　深めるか

四、みんなのために

　　　　なるかどうか
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四つのテスト　久保山洋一さん

■

■

ＳＡＡ司会　 日高豊久SAA委員長

会長挨拶　水本由幸
皆さんこんにちは。

本日の日常語としての仏教語

は、「刹那（せつな）」です。

刹那主義という言葉がはやった

時期がありました。後先を考

えずに「ただ、この瞬間が良け

ればいい」と云った享楽的な

ニュアンスで使われた言葉です。

刹那は、仏教の時間の単位で

最小の単位です。以前、話した

ことがありますが、時間の単位で最も長い単位は、

「劫(こう)」です。重複しますが、1劫の時間の長さ

がどれだけかといいますと、ここに20ｋｍの立方体

の大岩があるとします。天から天女が舞い降りてき

て、着ている薄い羽衣でその大岩を一度「スーッ」と

撫で、再び天に舞い戻ります。この行為を100年毎に

1回繰り返し、20ｋｍの大岩が完全に擦り切れてしま

うまでの時間が、1劫です。考えるのもあほらしい、

極めて長い時間で、これが面倒くさいというときの

「おっくう」の言葉の由来でした。さてそれでは、短

い単位の「刹那」がどれだけの時間かと云いますと、

「弾指（たんじ）」の間の65分の1だそうです。「弾指」

とは、右手の人差し指を親指で弾くことですが、真言

宗の坊さんがするのを見たことがあります。弾いた

途端、「ピーン」という音が響きますが、その音によ

り魔除けとか邪気を払うときにする所作だそうです。

「爪弾き（つまはじき）」という日常語があります。

気に入らない人を嫌悪し、除け者にすることですね。

気にいらない人を「魔ものとか邪気」に例えたので

しょうが、「弾指」から「爪弾き」の言葉ができたそう

です。1回指を弾く時間の65分の1の時間が1刹那、

これは秒数にして75分の1秒、つまり0.01333・・・

秒だそうです。時間が極めてゆっくり流れていたの

であろう昔のインドの時代に、そんな短い時間を考

える必要があったのでしょうか。翻って2500年後の私

たちは、短距離競走の順位が0.01秒の差で決まって

しまう世界に生きています。とすると、インド人の先見

性は目を見張るものがあるのでしょうか。会長の任

期も終わります。ときには長い1年のようにも感じま

したが、2500年の仏教の歴史に比べれば、ほんの1

刹那の時間だったようです。さて、来週は賀寿会なの

で、日常語としての仏教語は今日で終わります。独り

よがりの趣味を押し付け、又嘘か、本当かわからな

いようなとりとめのない話で、

「しっちゃかましい」と思われた方

もおられるでしょうが、1年間聞い

ていただき、本当にありがとうご

ざいました。感謝いたします。

以上本日の挨拶でした。

■例会変更のお知らせ

　福江中央RC　6/26(火)新旧交代パーティのため　　

　　　　　　　18時30分～　観光ビルはたなか

　福江RC　　　6/29(金)新旧交代式のため　　　　　

　　　　　　　18時30分～　カンパーナホテル

■来週6/26<火 >は、 当クラブの最終例会並びに

　賀寿会が開催されます。 お昼の例会はございません。

幹事報告 深堀俊一
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　　　　　市内ロータリークラブ例会曜日・例会場

月　長崎北　　ホテルニュー長崎　　長崎中央 ザ・ホテル長崎BW
　　　　　　　 　　　　　　プレミアコレクション
火　長崎みなと　サンプリエール 長崎西　　ホテルニュー長崎
水　長崎南　 ＡＮＡクラウンプラザホテル　　長崎北東 長崎新聞社　アストピア
　　　　　　　　　　 長崎グラバーヒル　
木　長崎　　 ホテルニュー長崎　　長崎琴海 パサージュ琴海
金　長崎東　 サンプリエール　　　長崎出島 ホテルニュー長崎

発　刊　長崎西ロータリークラブ　発刊日 毎週火曜日（翌例会日）
構　成 クラブ奉仕　クラブ会報委員会　委員長　秋山富也　
編　集 事務局　中田久美子

◆ガバナー事務所　佐賀市天神 2 - 2 - 2 8 - 1 1 0 3
T e l：0 9 5 2 - 2 6 - 6 8 6 8　F a x：0 9 5 2 - 2 6 - 6 8 4 4

◆ 2 0 1 7 - 1 8 年度　RI 第 2 7 4 0 地区ガバナー　駒井英基
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■水本由幸さん　遠征ゴルフ参加の皆さん、

 お疲れ様でした。

■深堀俊一さん　寺坂さんの胆のう除去定期検診の

  無事をお祈りします。

■平山寿則さん　コンサートの“ちらし”をテーブル

 に置かせていただいています。ボランティアで

 音楽の普及にかかわっています。よろしくお願い

 します。

■劉  済昌さん　入会記念自祝。

■許斐義彦さん　ニコニコの為に。

ニコニコ袋目標額　1,500,000円　　
6/19　13,000 円　累計1,119,147 円(年賀 105000 円含む)

今週のお祝い

誕生祝い

委員会報告 ■平山寿則国際奉仕担当理事

今期の米山寄付・ロータリー財団寄付の集金は、本日で締め

切ります。一年間皆様にはご協力をありがとうございました。

■遠征ゴルフ開催のご報告　川口輝彦ゴルフ同好会幹事

6/14(木)、佐賀の若木ゴルフクラブに於いて、遠征ゴルフを開

催いたしました。 4名の参加で優勝は島田さんでした。

入会祝い

髙木宏隆さん

劉　済昌さん

米山奨学生近況報告
リョウ　ウンエイさん(中国)

皆さん、 こんにちは。 先週の土曜

日、 国際交流協会主催の 「外国人

による日本語弁論大会」 に出場し

ました。江上カウンセラーご夫婦に

は応援していただきありがとうござ

いました。お陰様で順調に発表でき

ました。残念ながら参加賞でしたが、

いい経験が出来ました。 そこですごい発表者たちと会っ

て、自分が人の前で話す経験がまだまだ足りないと感じ、

これからも積極的に色んな交流活動に参加して行きたいで

す。もう一つの報告ですが、私は結婚しました。夫も同じ

長崎総合科学大学の修士2年生で、彼は2016年度の米山

記念奨学生でした。二人ともロータリーとの繋がりを大切に

していきたいと思っています。ちなみに中国では結婚して

も名前は変わらないです。結婚式は8/8に中国の山東省

青島市で行うので、皆様の御都合がよろしければご出席を

賜りますよう、 お願いいたします。

三宅敏彦さん

松本祐明さん

ハイライトよねやま219
よねやま親善大使　退任式・任命式

6 月 4 日理事会終了後、第 3 代よねやま親善

大使の任命式が行われ、全国各地区の理事が

見守るなか、小沢理事長から委嘱状とタスキ

が手渡されました。また、この6月末で退任と

なる第2代よねやま親善大使の3人に、感謝の

盾が贈られました。第2代親善大使の3人には

任期を1年延長して3年間、精力的に活動して

いただき、心より感謝申し上げます。

また、理事会前日の 3 日には、第 3 代よねや

ま親善大使オリエンテーションを開催。広報

委員会委員長の宇佐見 透氏を講師に迎え、親

善大使の役割や心構えを学んでいただいたほ

か、現親善大使から先輩としての体験談を話

していただきました。 7月からは、第3代よね

やま親善大使の3人が2 年の任期で活動を開始

します。地区の米山関連行事などに、ぜひお呼

びください。招へいのご相談は、まずは米山奨

学会事務局広報担当（峯・野津）まで。どうぞ

よろしくお願いいたします。


